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第１１回農業委員会総会会議録 

 

 

１ 開催日時  令和６年５月１５日（水） 午前９時 

 

 

２ 開催場所  柳井市役所３階大会議室 

 

 

３ 出席委員    1番 亀山 真由美 君  ２番 岡本 幸子 君 

   ３番 大崎 正男 君   ４番 山重 義則 君 

   ５番 中元 茂雄 君   ６番 寺西 久美子 君 

   ７番 鈴木 喜義 君   ８番 勝本 澄人 君 

   ９番 原田 淳一 君  １０番 菅岡 利夫 君 

  １２番 齋藤 貴之 君  １３番 宮本 三雄 君 

 

 

４ 欠席委員  １１番 下土井 進 君 

 

 

５ 説明のため出席した者 

事務局長     楠原 慎太郎 君 

事務局次長    中原   賢 君 

 

 

６ 記事ならびに議事録調整者 

農林水産課長補佐 半田 一豊 君 

職員       伊藤 義人 君 
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会議に付議した事項 

 

議案第５５号  農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

議案第５６号  農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

 議案第５７号  農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

 議案第５８号  農用地利用集積計画の決定について 

 議案第５９号  特定農用地利用規定の認定について 
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第１１回農業委員会総会次第 

 

議長 宮本君 それでは、ただ今より、第１１回農業委員会総会を開会いたします｡ 

出席委員は、下土井委員がまだ調子が悪いようなので一人欠席で１３

名中１２名になっており、定足数に達しておりますので、総会は成立し

ております。 

 

議長 宮本君 会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、会議規則第１６条の規定により、議長において 

大崎委員と山重委員を指名したいと思いますが、ご異議ございません

でしょうか。 

（異議なしの声あり） 

異議なしと認めます。 

次に、会期についてお諮りいたします。 

本会議の会期は、本日一日限りとしたいと思いますが、ご異議ござ

いませんでしょうか。 

   （異議なしの声あり） 

異議なしと認めます。 

よって会期は、本日一日限りと決定いたします。 

 

議長 宮本君 それでは、ただいまより議事に入ります。 

議案第５５号を上程します。 

議案第５５号の整理番号１番から４番につきまして、通常なら事務

局から４事案の説明を行った後、担当地区委員の意見及び採決等を行

っておりますが、整理番号１番につきましては、農業振興地域の農用

地区域内の農地について、営農型太陽光発電設備の設置が計画されて

おりまして、これがなかなか難しい問題でありますので、本市としま

しては初めての事案でございます。まずは整理番号１番について審議

及び採決を行い、次に整理番号２番から４番を続けて審議及び採決を

行いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

営農型の太陽光は、全国的にやってきていますが、山口県でも一件

ほど事例がありますが、きちんとやっていないといいますか、宇部で

も以前出ましたがこれも不採決ということで進めております。そうい

うことで 1番から説明を行います。 

よろしくお願いします。 

 

次長 中原君 

（３条－１） 

議案第５５号 農地法第３条第１項の規定による許可申請につい

て、調書に基づきましてご説明いたします。 

整理番号１番でございます。 



 - 4 - 

申請地は、●●字●●●●●●番● 地目 田 面積１,０１３㎡で

す。 

利用状況は休耕中で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、受人の要望により譲り渡すものです。 

受人は、●●●●●●を本拠とする株式会社で、申請地を譲り受け

榊を栽培するものです。 

申請地は、農業振興地域の整備に関する法律第８条第２項第１号に

より規定された農用地区域内の農地で、今後、営農型太陽光発電設備

を設置し、太陽光パネル下部の日陰を利用して榊の栽培を行う計画で、

近年全国的に事業を拡大しております。 

営農型太陽光発電とは、一時転用許可を受けて農地に支柱を立て、上 

空に太陽光発電設備を設置し、下部で営農を行うもので、農用地区域

内の農地での実施が可能な制度です。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から 

北に約１ｋｍの距離にある、●●●●●●●付近の農地です。 

本件につきましての審査基準の適合等につきましては、楠原局長が

説明をいたします。 

 

局長 楠原君 それでは、時間をいただきまして私の方で今回出てきました営農型

太陽光発電についての説明をしたいと思います。 

 皆様方の資料の中にＡ３で一枚紙、平面図があるかと思いますが、

今回３条申請、所有権移転ということで、次長からも説明がありまし

たように将来的にはここに太陽光パネルを設置して営農型の太陽光発

電設備を設置するというふうに聞いておるところでございます。 

 Ａ３の紙には最終的な太陽光パネルを設置した図面がついており、

左上の方に一覧表をつけております。 

 まず、農地の方ですが、先ほど申しました営農法人が取得しまして、

榊を栽培するということになっております。それから、その上に電力

会社さんが地上権を設定しまして太陽光パネルを設置するというふう

になっております。地中につきましては、農地ではございませんので

一時転用をして支柱を立てるという、こういった形での営農型太陽光

発電設備を作るというこことでございます。 

 作るにあたりまして、今回出てきました書類の中から営農法人がど

うかということで、耕作証明をつけていただきました。 

 なぜ、耕作証明をつけていただいかといいますと、全部効率利用要

件というのがありまして、こちらを満たしておる場合に限り３条での

農地の取得が認められるということでございます。 

 全部効率利用要件を満たしているかどうか、出てきましたすべての

自治体に照会をかけてみました。耕作証明だけでは実際どのような耕

作をされているのか分からないというところもございまして照会しま
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したのが、一覧表にまとめてございます。これでこの法人がどのよう

な営農をしているか、全部効率利用要件を満たしているかどうかとい

うことで、いくつかどんな状況かということを説明いたします。 

 まずは、一番上の方から●●●の●●●●さんでやっておられます

が、この４月からは他の法人に代わってやられていない、それまでも

作付けしても不十分であるということでございました。 

 ●●●●何市町村かあるわけですが、どれもあまりいい状態ではな

くて、●●●の指導も入っているというふうに伺っております。 

 それから、もう少し真ん中へんに行きますと、●●●●●●●とい

うのがございますが、こちらはなかなか指導してもうまく作付けされ

ないという状況で、今指導中という条件付きで耕作証明を出している

というふうに聞いております。 

 それから、一枚めくっていただきますと、この法人のある●●●●

●●なんですが、●●●の方も耕作証明ということで、これだけの土

地を持っておって、また、借りているという表はいただいたのですが、

実際、その内訳、どういった営農をされているのかということで内訳

を送っていただきましたところ、一町五反ぐらいの田んぼや畑を持っ

ておられたり、畑を借りておられるようですが、草刈りが不十分であ

るところだったり、保全管理ですから多分草刈りだけの管理をされて

いたり、あとは倉庫に転用されているようなところだったり、一部太

陽光発電、苗を植えているというような、こういった営農状況でござ

いました。 

 それから、東日本については割と早く、何年も前からやられている

ところでありますが、どこもこういった形であまりよくない状況でご

ざいます。 

 西日本については、この１，２年に始められたばかりで、まだ目立っ

た実績というか、そういところはないような状況でございます。 

 ただ、全くできていないかというと、そういう訳でもなくて、先ほど

の●●●●●●というのが●●のすぐ近くにある訳ですが、こちらに

ついてはちゃんとやっているよということでお聞きしました。ちゃん

とやっているよと言いましても、通常、榊というのは杉とか檜とかの

下に植えて育てるものだそうですが、そういった本来の榊の栽培をや

っているということでございました。 

 それから、ほかにもまずまずやっているというのが、３枚目の●●

の●●●●●なんかはちゃんとやっておって、出荷もしているよとい

うことですが、実際、出荷がどれくらいされているとか分からなかっ

たり、出てきた資料も分母といいますか、当初計画の数量が変わった

りとか、ちょっとここも実態がよく分からないというようなことでし

て、●●●●●からも今どんな状況ということで問い合わせがあった

りということで、唯一、ここが割とやっているのかなと思ったのです
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が、実態としては不明という状況でございました。 

 ●●●●ですが、先ほど会長からもありましたように、●●では不

許可ということで聞いております。それから、ここにもありますが、●

●●につきましては、昨年許可をしたようですが、許可後、最初に許可

をしたところがちゃんとできていないのに次が出てきたということ

で、２回目は不許可にされたというふうに聞いております。１回目の

ところも指導して、どうにか今榊を植えた状況というふうなのが●●

●の状況というふうに聞いています。 

 以上、ざっとなんですがこの法人の今の経営状況について説明させ

ていただきました。これを踏まえまして皆様に十分どういったふうに

するかというのをご協議いただきたいと思います。 

 

議長 宮本君 今、局長の方から説明があったのですが、この間も山口の常設審議

委員会でちょっと話が出たのですが、この営農型になるとちょっと高

くなるんです。そしたら、普通の太陽光の基礎でなしに基礎をきちっ

と打たなければならなくなるんです。基礎を打って今度営農の方に戻

すとなると、太陽光をやめたときにそれが果たして営農できるような

状態になるかどうか、その辺も疑問だなということも出ました。 

そういうもろもろのことがあって、今、局長が言われたように、この

太陽光発電の会社は何かしら太陽光の方がメインで、営農の方はどう

でもいいような感じです。 

その辺で今からどんどん出てくるとは思いますが、柳井市としては

いかがなものかなと思って、皆さんにお諮りしているわけです。 

そういうことで、整理番号１番につきまして、新庄余田地区担当委

員の意見を原田委員の方からお願いしたいと思います。 

 

９番 原田君 ４月の３０日に関係委員の方と事務局で協議をいたしまして、その

後、現地も確認いたしました。ただ今、局長の方から説明があったとお

りで、受人の方の基準を満たしていないというような判断をいたしま

したので、地元の委員としてはこれを認めることはできないという判

断をいたしましたので、皆様のご審議をよろしくお願いいたします。 

 

議長 宮本君 整理番号１番につきまして、他に質疑はございますでしょうか。 

  

 柳井市は初めてのことなので現場を見られないと分からないとは思

いますが、意見がないようですので質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 それでは、質疑を終了し、議案第５５号の整理番号１番につきまし

て採決を行いたいと思います。 

本件は農地法第３条第２項第１号に規定されている全部効率利用要
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件の基準に該当し、営農計画の実行についても確実性に疑義があるこ

とから、不許可とすることについて採決をしたいと思います。 

許可ではなく、不許可とすることについての採決ですので、お間違

いのないようにお願いいたします。 

不許可とすることに賛成の方は、挙手をお願いいたします。 

不許可です。 

（全員異議なく挙手） 

全員挙手と認めます。 

よって、議案第５５号の整理番号１番については、不許可と決しま

す。 

 

議長 宮本君 それでは、続きまして、議案第５５号の整理番号２番から４番につ

いて、事務局から説明をお願いいたします。 

 

次長 中原君 

（３条－２） 

整理番号２番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●番● 地目 田 面積７２７㎡です。 

利用状況は休耕中で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、受人の要望によりに譲り渡すものです。 

受人は、申請地を譲り受け、レモン栽培の畑として利用し、将来的に

は出荷を計画するものです。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から

北東に約６００ｍの距離にある、●●●●●●●付近の農地です。 

本件につきまして、審査基準の適合については、別紙の現地調査票

のとおり、全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要

件を審査した結果適当と考えられ、農地法第３条第２項各号に該当し

ないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 

 

次長 中原君 

（３条－３） 

続きまして、整理番号３番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●●番● 地目 田 面積５５０㎡  

外２筆 合計 田 ３,０７２㎡です。 

利用状況は畑として耕作中で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、●●●に居住しており、高齢で耕作管理が困難なため、譲り

渡すものです。 

受人は、利用権設定で申請地を借り入れていた農地であり、自宅に

隣接しているため耕作管理が便利で、野菜やイチゴ栽培の畑として利

用するものです。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から

南に約１.２ｋｍの距離にある、●●●●●●●●付近の農地です。 

本件につきまして、審査基準の適合については、別紙の現地調査票

のとおり、全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要
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件を審査した結果適当と考えられ、農地法第３条第２項各号に該当し

ないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 

 

次長 中原君 

（３条－４） 

続きまして、整理番号４番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●番 地目 畑 面積３８６㎡です。 

利用状況は休耕中で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、受人の要望により譲り渡すものです。 

受人は、申請地は所有農地に隣接しており、自宅からも近いため耕

作管理が便利で、柿や栗の栽培を行うものです。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から

西に約１.２ｋｍの距離にある、●●●●●付近の農地です。 

本件につきまして、審査基準の適合については、別紙の現地調査票

のとおり、全部効率利用要件、農作業常時従事要件、地域との調和要

件を審査した結果適当と考えられ、農地法第３条第２項各号に該当し

ないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 

以上で事務局からの説明を終わります。 

 

議長 宮本君 以上で、補足説明を終わります。 

それでは、ご審議をお願いいたします。 

整理番号２番、３番につきましては、岡本委員。 

 

２番 岡本君 整理番号２番ですが、ここに書いてあるとおりレモンの栽培を本気

でされるようなので、とてもいいことではないかと思っております。 

続きまして３番につきましては、今借り入れられているところを自

分のものとして買われて続けられるということで何ら問題はないと思

っております。よろしくお願いいたします。 

 

議長 宮本君 整理番号２番及び３番につきまして、他に質疑はございますでしょ

うか。 

（質疑なしの声あり） 

なしということなので、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 次に、整理番号４番につきましては、大崎委員。 

 

３番 大崎君 整理番号４番ですけれども、受人が申請地のすぐ隣といいますか、

近くにありまして、先には果樹栽培をやるということですけれども、

管理が家の前ですので簡単にできるのではないかと思っております。 

 

議長 宮本君 整理番号４番につきまして、他に質疑はございますでしょうか。 

（質疑なしの声あり） 
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次長 中原君 訂正を申し上げます。整理番号２番と４番につきまして、先ほど私

の説明で耕作中と申し上げましたが、整理番号２番と４番につきまし

ては、休耕中の状態です。訂正をさせていただき、おわびを申し上げま

す。申し訳ございません。 

 

議長 宮本君 ということで、整理番号４番につきましては、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 それでは、質疑を終了し、議案第５５号の整理番号２番から４番に

ついては、原案のとおり可決・承認することについて、異議のない方は

挙手をお願いいたします。 

（全員異議なく挙手） 

全員挙手と認めます。 

よって、議案第５５号の整理番号２番から４番については、可決・承

認と決します。 

 

議長 宮本君 続きまして議案第５６号を上程します。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

次長 中原君 

（４条－１） 

議案第５６号 農地法第４条第１項の規定による許可申請ついて、

調書に基づきましてご説明いたします。 

整理番号１番でございます。 

申請地は、●●●●●●●番● 地目 田 面積１５９㎡ 外３筆 

合計 田 １,５９１.０６㎡です。 

申請人は、市内で運送業を営んでおり、申請地に事業用並びに社員用 

の駐車場及び農業用機械等の置場を建設するものです。 

すでに、工事が完了しているため、始末書が提出されています。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から

北に約２ｋｍの距離にある、●●●●●●●付近の農地です。 

審査基準の適合については、別紙の現地調査票のとおり、公共投資

の対象となっていない、概ね１０ha未満の小集団の農地であり、第２

種農地と判断されます。立地基準、一般基準について審査した結果適

当と考えます。 

以上で、事務局からの説明を終わります。 

 

議長 宮本君 以上で、補足説明を終わります。 

それでは、ご審議をお願いいたします。 

整理番号１番につきましては、中元委員。 

 

５番 中元君 ただ今事務局より詳しい説明がございましたが、４０年代から運送



 - 10 - 

業を始められて、すでにそれからこっちは駐車場として使われており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

議長 宮本君 整理番号１番につきまして、他に質疑はございますでしょうか。 

 

ないようですので質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 それでは、質疑を終了して、整理番号１番の議案第５６号につきま

して、原案のとおり可決・承認することについて、異議のない方は挙手

をお願いいたします。 

（全員異議なく挙手） 

全員挙手と認めます。 

よって、議案第５６号については、可決・承認と決します。 

 

議長 宮本君 続きまして議案第５７号を上程します。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

次長 中原君 

（５条－１） 

議案第５７号 農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

て、調書に基づきましてご説明いたします。 

整理番号１番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●●番● 地目 田 面積９８３㎡で

す。 

利用状況は休耕で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、相続により申請地を取得しましたが、農業の経験がなく、後

継者もいないため、受人の要望により譲り渡すものです。 

受人は、市内で不動産業等を営む法人で、申請地に宅地分譲２区画、

駐車場及び道路を建設するものです。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●から北西に約２

５０ｍの距離にある、●●●●●●●●付近の農地です。 

審査基準の適合については、別紙の現地調査票のとおり、都市計画

法の規定による用途地域内の第３種農地であり、原則許可するもので、

一般基準についても適当と考えます。 

 

次長 中原君 

（５条－２） 

続きまして、整理番号２番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●●番● 地目 田 面積６４２㎡  

外１筆 合計 田 １,７０１㎡です。 

利用状況は休耕で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、●●●に居住しており、高齢で耕作管理が困難なため、受人

の要望により譲り渡すものです。 

受人は、●●●で太陽光発電事業等を営む法人で、パネル設置面積
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４２７㎡、発電出力４９.５０ｋｗの太陽光発電設備を設置するもので

す。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●から北西に約１.２

ｋｍの距離にある、●●●●●沿いの農地です。 

審査基準の適合については、別紙の現地調査票のとおり、都市計画

法の規定による用途地域内の第３種農地であり、原則許可するもので、

一般基準についても適当と考えます。 

 

次長 中原君 

（５条－３） 

続きまして、整理番号３番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●●番 地目 田 面積９３１㎡です。 

利用状況は休耕で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、高齢で耕作管理が困難なため、受人の要望により譲り渡す

ものです。 

受人は、●●●で太陽光発電事業等を営む法人で、パネル設置面積

３８２.７６２㎡、発電出力４９.５０ｋｗの太陽光発電設備を設置す

るものです。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から

南西に約１.４ｋｍの距離にある、●●●●●●沿いの農地です。 

審査基準の適合については、別紙の現地調査票のとおり、公共投資

の対象となっていない、概ね１０ha未満満の小集団の農地であり、第

２種農地と判断されます。立地基準、一般基準について審査した結果

適当と考えます。 

 

次長 中原君 

（５条－４） 

続きまして、整理番号４番でございます。 

申請地は、●●●●●●●●●●番● 地目 田 面積１,２３１㎡

で、権利の種類は所有権の移転です。 

渡人は、受人の要望により譲り渡すものです。 

受人は、申請地の近隣で●●●●●●を経営している社会福祉法人

で、現在の駐車場及び園庭では狭く不便なため、申請地に職員、父兄並

びに来客用の駐車場及び園庭を整備し、利便性を図るものです。 

すでに、工事が完了しているため、始末書が提出されています。 

申請地の位置は資料に示していますが、●●●●●●●●●●から

北西に約１.１ｋｍの距離にある、●●●●●●●沿いの農地です。 

審査基準の適合については、別紙現地調査票のとおり、概ね１０ha

以上の規模の一団の農地内にある農地であり、第１種農地と判断され

ますが、農地法施行規則第３３条第４号の「住宅その他申請に係る土

地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施

設で集落に接続して設置されるもの」に該当するため、許可されるも

のです。立地基準、一般基準について審査した結果、適当と考えます。 

なお、本件につきましては第１種農地のため、今月２７日開催予定
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の山口県農業会議常設審議委員会の聴取対象となり、承認された場合

に許可する案件になります。 

以上で、事務局からの説明を終わります。 

 

議長 宮本君 以上で、補足説明を終わります。 

それでは、ご審議をお願いいたします。 

整理番号１番と２番につきまして、菅岡委員 

 

１０番 菅岡君 整理番号１番と２番ですけれども、５月の１日に現地調査を行って

おります。 

まず、整理番号１番でございますが、資料の図面を見ていただいた

らと思いますが、●●●●●に接しておる農地で、西側に農地がござ

いけれども、これは休耕中ということで、申請地より一段低い状況で

ございます。雨水等につきましては、団地内の市道の側溝がございま

すけれども、これを利用するということで問題はなかろうかと判断を

しております。 

整理番号２番でございますが、これにつきましては太陽光発電とい

うことで、南側に宅地がございますけれども、申請地の方が低い状態

でございますので、特に影響はないということと、雨水等につきまし

ては既存の農地の排水路を利用するということになっておりますの

で、これにつきましても特に問題はないと思っております。 

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

議長 宮本君 整理番号１番と２番につきまして、他に質疑はございますでしょう

か。 

 

質疑がないようですので、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 次に、整理番号３番につきましては、勝本委員。 

 

８番 勝本君 整理番号３番でございますが、４月３０日に現地確認をしておりま

す。●●の●●●●というところでございまして、●●のメガソーラ

ーの北側に位置するところで、ちょっと日当たりの悪いところでござ

いますけれども、全体が休耕田になっております。雨水につきまして

は、近くに農業用の排水路が通っておりまして、特段問題ないという

ふうに思います。 

以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長 宮本君 整理番号３番につきまして、他に質疑はございますでしょうか。 
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ないようですので、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 次に、整理番号４番につきましては、山重委員。 

 

４番 山重君 整理番号４番ですが、●●●●●●の園舎の建て替えということで

２年前から申請しておりまして、仮園舎が建っておりました。そのあ

と園舎ができましたので、園庭と駐車場に利用するということで、何

ら問題はないと思っております。 

 

議長 宮本君 整理番号４番につきまして、他に質疑はございますでしょうか。 

 

ないようですので、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 それでは、質疑を終了し、整理番号１番から４番の議案第５７号に

ついては、原案のとおり可決・承認することについて、異議のない方は

挙手をお願いいたします。 

（全員異議なく挙手） 

全員挙手と認めます。 

よって、議案第５７号については、可決・承認と決します。 

 

議長 宮本君 続きまして議案第５８号を上程します。 

事務局の説明をお願いいたします。 

 

次長 中原君 

 

議案第５８号 農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたし

ます。 

農用地利用集積計画一覧表をご覧ください。 

市長より、令和６年４月２５日付けで、農業委員会にこの集積計画

の決定を求められています。 

計画は、２件、４筆、合計５,００５㎡で、すべて新規です。 

農用地利用集積計画については、農業者等の申出により、農業経営

基盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年法律第５６号）附

則第５条第１項の規定に基づき、なお従前の例により定めるもので、

改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の全部効率利用要件

などの要件に該当するものと考えます。 

以上で、事務局からの説明を終わります。 

 

議長 宮本君 補足説明を終わります。 

それでは、ご審議をお願いいたします。 

何か質疑はございますでしょうか。 

 



 - 14 - 

ないようですので、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 それでは、質疑を終了して、議案第５８号について、原案のとおり可

決・承認することについて、異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員異議なく挙手） 

全員挙手と認めます。 

よって、議案第５８号については、可決・承認と決します。 

 

議長 宮本君 議案第５９号 特定農用地利用規定の認定につきまして、農林水産

課の半田課長補佐に説明をお願いいたします。 

 

農林水産課長補

佐 半田君 

農林水産課の半田です。よろしくお願いいたします。 

議案第５９号について、説明をいたします。 

この度、●●●●地域の農用地利用調整組合から特定農用地利用規

程認定申請書が柳井市農林水産課に提出されました。 

この規定の認定の際には、農業経営基盤強化促進法施行規則第２４

条の規定により準用する同施行規則第２条の規定により、農業委員会

と農業協同組合の意見を伺うということになっていますので、本日議

案上程をさせていただきました。 

●●地区農用地利用規程は、延長期間を含めた１０年を経て認定期

間が終了したため、再度更新という形の申請書が提出されています。 

議案の２枚後ろに●●地域農用地利用調整組合の申請書類がござい

ます。 

それぞれ添付書類といたしまして、特定農用地利用規程、農用地利

用調整組合規約、農用地利用調整組合加入同意者名簿、農用地利用調

整組合総会議事録、特定農業法人の同意書を添付しています。 

●●地区特定農用地利用規程について、詳細を説明いたします。 

第１条で目的を掲げておりまして、●●地区の農業振興を図るため、

農用地の有効利用と農業経営の改善を促進することを目的としており

ます。 

第２条に基本的な内容について記載しております。効率的かつ総合

的な農用地の利用を図り、生産性の高い農業構造を実現するため、作

付地の団地化、役割分担の明確化、特定農業法人に対する農用地利用

の集積、農用地の利用改善を行うことを行うとしております。 

第３条の実施区域につきましては、別紙に区域図を添付しています。

実施区域は、●●地区で圃場整備を行った地区及びその周辺の農地を

実施区域としています。 

第４条から第１０条は、第２条について詳しく記載したものでござ

います。 

第１１条に特定農業法人について記載しています。区域内で農作業
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が自らできなくなった場合に、農作業の受け手として位置づけられる

法人を明記しています。当●●地区におかれましては、農事組合法人

●●●●●●を特定農業法人と指定しており、資料の後段に法人の同

意書を添付しています。 

第１２条の集積の目標でございますが、特定農業法人への農用地の

利用集積の目標面積を１２．３ha、その面積と現況集積面積１０．７ha

の差である１．６haを集積目標面積としています。 

以上のように、●●地域農用地利用調整組合が農地の出し手組織と

なり、農事組合法人●●●●●●がその受け手組織となり、二つの組

織が連動して●●地区の営農を継続していくという仕組みになってい

ます。 

第１３条に用排水路管理等について記載しています。慣習に基づき

管理を行い、関係機関と協議の上、協力して実施するとしています。 

第１４条に細則について記載しています。規則を実施するために必

要な細則は、組合が別に定めるものとしています。 

以上、●●地区農用地利用規程の認定ついて説明を申し上げました。 

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

 

議長 宮本君 補足説明を終わります。 

それでは、ご審議をお願いいたします。 

議案第５９号について、何か質疑はございますでしょうか。 

 

まだ、あいさいさんは半分くらいですか。全部受けとってですか。 

 

４番 山重君 ほぼ全部です。 

 

議長 宮本君 質疑がないようですので、質疑なしと認めます。 

 

議長 宮本君 それでは、質疑を終了し、議案第５９号については、原案のとおり可

決・承認することについて、異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員異議なく挙手） 

全員挙手と認めます。 

よって、議案第５９号については、可決・承認と決します。 

 

議長 宮本君 冒頭に３条の件で言いましたが、今、全国的に営農型がどんどん進

んできておりますが、ちょうど全国的に地域計画が出てきており、こ

れの兼ね合いも見ていく必要があると思っています。 

あえて農振地域に無理して営農型をやらなくても、今から先、やれ

るところはいくらでもあるのではないかという気がします。 

３条の１番は、柳井市としては不許可ということで決定いたします。 
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議長 宮本君 それでは、以上をもちまして総会は閉会とします。 

（閉会 午前９時５０分） 

 

 


